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て 2014年 4月、2014年 11月、2015年 1月、2015年 6月に
実施した。試料は、130.0oEから 140.2oEにかけての 24oN線
上の 6測点において200 m以浅の 9層からバケツおよびCTD
ニスキン採水システムによって採取した。リン酸塩（DIP）
濃度は長光路キャピラリーセルを用いた高感度吸光光度分析
法により測定した（Hashihama et al. 2009）。溶存有機態リン
（DOP）濃度は、湿式酸化分解を行った後、高感度吸光光度
分析法によって全溶存リン濃度を測定し、その濃度からDIP
濃度を差し引くことによって求めた（Sato et al. 2013）。混合
層深度は、10 m を対照として水温が 0.2oC低下した深度とし











全測点の混合層における DIP 濃度および塩分 35 で正規化




kg‒1 であった。同様に nDIC についても加重平均濃度差
（∆nDIC）を求めたところ、131.0oEの 1測点（‒1.2 μmol kg‒
1）を除いて 14.3~40.1 μmol kg‒1であった。全測点の混合層に
おけるDOP濃度は、71~160 nmol kg‒1であり、冬から夏にか
けて増加する傾向を示した。冬と夏の加重平均濃度差（∆DOP）
は、131.0oEの測点（3 nmol kg‒1) を除いて‒35~‒22 nmol kg‒1
であった。 
有光層全体でも混合層と同様の季節変化がみられ、∆DIP、





∆nDIC/∆DIP比は 1000以上となった。Martiny et al.（2013）の
亜熱帯海域表層における粒状物のC/P比（195）を用いて、有
光層の∆DIPから nDICの変化分を求めたところ、0.8~3.9 μmol 
kg‒1となり、これは∆nDICの 6~15%であった。残りの 80%以
上の∆nDIC は、大気‒海洋間の CO2交換や移流による低下で
説明できるとは考えられないことから、C/P 取り込み比が
Martiny et al.（2013）のC/P比（=195）に比べて高いことや有
光層におけるCとPの滞留時間が異なること等のストイキオ
メトリーの不一致に依存する可能性がある。 
